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令和６年度 東京都立蒲田高等学校 学校経営報告  

 

1  中期的目標 

   学校経営の中期的目標として、新たに『進路指導・最重点主義』を掲げた。生徒一人ひとりの進路実現を最

重点課題として、計画的、系統的な丁寧な進路指導の実践に加え、学習指導や生活指導、特別活動並びに

部活動指導他全ての指導は、生徒の進路実現、また、社会人としてより良く生きるための力の育成に関連付

けながら実施し、進路実現率 100％達成を目標とすることを、全教職員に示した。 

以下に、中期的目標設定初年度の取組目標及びその取組の成果と課題を報告する。 

 

 

２  今年度の取組目標の成果と課題 

(1) 進路指導 

    【目標】 

     個に応じた希望進路の実現に向けた組織的な指導を充実させ、進路実現率 100％を達成する。 

    【方策に対する成果と課題】 

・ ３年間の進路指導計画に基づく系統的な指導を実施した。各学年において、段階的な進路関連

各行事を行うとともに、進学・就職に係る個別、分野別の指導の充実を目指しながら、生徒の希望

進路の実現を図る取組を行った。 

・ スキルアップ推進校事業を活用し、２学年全生徒、及び１学年希望生徒に職場体験を実施した。ま

た、新たに２学年及び１学年全生徒対象に職場体験成果発表会を行い、進路の探究及び希望進

路の実現に向けて、一層興味・関心、意欲を向上させる工夫を実践した。 

・ 生徒個々に応じた大田区若者自立支援機関を始めとする諸機関等との連携を推進したことで、生

徒課題の解決が図られる等成果があった。生徒の個々の状況が複雑化する中で、諸機関との連

携について、校内で整理するとともに、全教職員が一層深く、迅速かつ密接な連携の必要性を理

解する必要がある。 

・ 特別な支援を必要とする生徒に、卒業後の移行支援を見据えた組織的で丁寧な就労支援が実

施できた。 

【学校評価アンケート結果】 

※以下、【学校評価アンケート結果】の（  ）内の数値は、（R5 数値 ← R4 数値 ← R3 数値）

を示す。 

・「情報提供や進路ガイダンス等の充実」に対する肯定的意見  

生  徒 90.6％（86.3％ ←  83.3％  ← 82.8％） 

保護者 79.7％（81.4％ ←  80.7％  ← 82.4％） 

教職員 91.7％（94.3％ ←  97.5％  ← 88.4％） 

・「生徒の個性・適性に応じた進路指導」に対する肯定的意見  

生  徒 86.9％（83.7％ ←  78.0％  ← 80.1％）・ 

保護者 78.2％（84.5％ ←  78.7％  ← 88.1％） 

教職員 86.1％（97.1％ ←  97.5％  ← 95.3％） 

・「進路未決定率を減らす取組」に対する肯定的意見  

生  徒 88.8％（82.6％ ←  77.3％  ←  79.5％） 

保護者 79.3％（83.9％ ←  77.0％  ←  84.8％） 

教職員 86.1％（91.7％ ←  97.5％  ←  95.3％） 

 

 

 



(2) 学習指導 

    【目標】 

     生徒の学力向上に向けた組織的・継続的な取組を推進する。 

    【方策に対する成果と課題】 

・ 東部学校経営支援センター特別指定校事業、校内寺子屋事業、及び放課後支援事業等を活用し

て、義務教育段階からの学び直しを行い、基礎的・基本的な学力の定着に取り組んだ。今後も、学

力の定着を真に図る指導について、不断の研究と創意工夫を組織的、計画的に進める必要があ

る。 

・ ＵＤに基づく授業づくりの組織的な取組について、本校独自に「ＵＤ授業推進者」５名を指定し、教

職員間の相互授業参観を一層活発化させた。また、その取組について、広く他校へ発信し、研究授

業公開では約 70名（過去２年間で 110名）の他校教員等が参観し、東部学校経営支援センタ

ー特別指定校の使命の一端を果たせた。 

・ 「ＵＤ授業推進者」を中心にし、「本時のねらいや見通しを理解させる」ための板書等の工夫、授

業の終わりの「何がどの程度できるようになったかを確認する」などの振り返りの実施等、ＵＤに基

づく授業づくりの研究を推進し、全教員の理解を深め、授業実践に取り組んだ。 

・ 令和７年度開講の授業「探究選択」について、教科主任が中心となって計画的に教科内検討を進

め、令和６年 11 月を目途に学習指導計画等を作成に向け、職員会議、教育課程委員会にて、継

続的に報告、協議を実施し、探究活動に関する共通理解深化を図り、その後、実授業担当者によ

る「探究選択」指導の勉強会を行い、円滑な指導に向け準備を行った。 

・ 発達障害のある生徒を対象とした自立活動について、諸課題を整理し、次年度入学生からは、週

時程内に授業を設定することとした。また、外部人材も有効に活用しながら、適切なアセスメントが

実施できる、指導体制を整備することができた。 

・ 支援や配慮を必要する入学予定生徒に対し、次年度入学当初からその指導・取組ができるよう、

今年度入学者選抜合格発表以降から、入学予定生徒及び保護者に対して聴き取り調査及び出

身中学校からの情報引継ぎを昨年度以上に充実させ、担当職員らが最大限の準備をし、その指

導方法や指導計画等を作成、企画した。 

【学校評価アンケート結果】 

・「教員の授業の工夫」に対する肯定的意見  

生  徒 92.8％（88.4％ ←  86.5％ ← 90.7％） 

保護者 93.6％（94.8％ ←  94.3％ ← 91.0％） 

教職員 100％ （100％ ←  97.5％ ← 97.7％） 

※教職員に対しては、今年度から自身の工夫について、質問した。 

・「きめ細かく手厚い学習指導」に対する肯定的意見  

生  徒 89.8％（85.2％ ←  83.6％ ← 87.3％） 

保護者 81.2％（86.6％ ←  84.0％ ← 83.8％） 

教職員 77.8％（94.5％ ←  92.5％ ← 97.7％） 

・「授業規律と学習環境」に対する肯定的意見  

               生  徒 76.7％（73.1％ ←  72.2％ ← 76.3％） 

保護者 78.2％（86.3％ ←  81.1％ ← 89.5％） 

教職員 66.7％（74.3％ ←  82.3％ ← 95.3％） 

 

 

   (3) 生活指導 

 【目標】 

      安心・安全な学校生活の推進及び生徒一人一人の自立に向けた規範意識を育成する。 

【方策に対する成果と課題】 

・ 良好な人間関係づくりの基礎となる主体性、協働性、コミュニケーション能力を育成・向上させる

指導を、全教育活動において関連性をもたせながら実践した。生活指導のあり方について、昨年



度学校評価教職員アンケートの結果から、指導をする教職員の肯定的な評価減少を踏まえ、生徒

の実態に合わせた指導の方法を検討が進んだことにより、肯定的な評価の上昇がみられた。次年

度、生徒の「自己管理能力」を高められるような指導方法を一層研究していく必要がある 

・ 授業規律の確立、挨拶の励行、清掃等の指導を徹底について、全教職員が共通認識をもつことは

できているが、全教職員が指導実践できているとは言えない。 

・ 校内美化については、保健部を中心に取組み、来校者からきれいな学校との評価を受けることが

多かったが、例えば、クラス単位では美化が進んでいるクラスと、美化に意識が薄いクラスが依然

としてある。美化に関する教職員の肯定的な評価が 10 ポイント程度減少しており、全教職員が指

導実践できていないことが課題である。 

・ いじめ総合対策に基づき、学校いじめ対策委員会を中心に、スクールカウンセ ラー、ユースソーシ

ャルワーカーと連携を密にし、いじめの未然防止、早期発見・対応に組織的に取り組んだ。年間相

談件数は 500件となり、相談者に寄り添う相談体制が整備された。 

・ 教職員の体罰等は一切ない。 

・ 学校の居場所づくりとして、部活動を活性化する方針を校長は示した。この方針を十分理解し、活

性化に取り組んだ教職員がいる一方、この方針を理解できていないと思われる教職員も依然とし

て存在した。今年度学校運営連絡協議会において、協議委員からも、昨年度同様部活動活性化

に向けた期待・要望の意見があった。次年度この方針を継続し、かつ年度当初に、部活動を活性

化する方針を一層明確に示し、なおかつ、不登校対応、及び募集対策の一環として、部活動の活

性化を強化する。 

・ セーフティ教室、防災訓練等安全教育を計画的に実施できた。交通安全指導の一環として、自転

車通学者のヘルメット着用推進に向け、交通安全マナー推進者表彰制度を新たに設け、生徒を表

彰することで、一定の成果をあげた。次年度はヘルメット購入・着用を自転車通学許可の条件とす

ることを決定し、今年度 1年間かけて生徒・保護者に全校集会・通知文等で周知した。 

【学校評価アンケート結果】 

          ・「段階的な指導の取組」に対する肯定的意見  

生  徒 80.5％（76.3％ ← 71.4％ ← 75.0％） 

保護者 78.6％（88.0％ ← 83.5％ ← 88.6％） 

教職員 80.6％（68.6％ ← 80.0％ ← 93.6％） 

   ・「美化・清掃等による学習環境整備」に対する肯定的意見  

生  徒 86.6％（78.1％ ← 76.8％ ← 81.6％） 

保護者 92.9％（91.1％ ← 90.9％ ← 91.4％） 

教職員 88.9％（97.1％ ← 85.0％ ← 90.7％） 

・「いじめの取組」に対する肯定的意見  

生  徒 82.4％（82.4％ ← 77.2％ ← 85.0％） 

保護者 82.3％（86.6％ ← 83.2％ ← 89.5％） 

教職員 100％ （100％ ←  100％ ← 97.7％） 

・「体罰根絶の取組」に対する肯定的意見  

生  徒 92.0％（87.4％ ← 86.4％ ← 87.0％） 

保護者 91.7％（95.7％ ← 91.8％ ← 92．4％） 

教職員 100％ （100％ ←  100％ ← 97.7％） 

・「部活動活発化・活性化の取組」に対する肯定的意見  

生  徒 63.6％（68.0％ ← 61.2％ ← 52.5％） 

保護者 52.3％（59.4％ ← 54.3％ ← 52.9％） 

教職員 69.4％（74.3％ ← 48.6％ ← 16.3％） 

※教職員に対して、今年度から自身の部活動指導状況について、質問した。 

 

 

 



  (4) 心と体の健康づくり 

  【目標】 

     学校保健計画に基づき、生徒の心身の健康づくりに資する取組を推進するとともに、個々の生徒に応じた 

最適な支援を実践する。 

【方策に対する成果と課題】 

・ 校内別室指導推進事業を活用し、不登校等の可能性がある生徒に向けた校内別室を設置し、安

心して学習や相談などができる体制を整備するとともに、登校支援を行った。 

・ 生徒の課題ある行動等について、特別支援教育及び自立支援コーディネータ ー、養護教諭等が

支援チーム会の核となり、効果的に行動改善、課題解決を図る指導・支援を研究が充実でき、また

スクールカウンセラー、ユースソーシャルワーカー等外部人材の専門性の有効活用しながら、効果

的に行動改善を促す指導・支援を研究した。学校の教育相談機能は一層向上した。 

・ 精神科医による校医事業、都立高等学校等への特別支援教育心理士巡回相談事業、及び通級

指導等の実施にあたり、外部人材、関係機関の専門性も昨年度以上に有効活用（相談件数前年

比 120％）でき、生徒指導の充実を図ることができた。 

【学校評価アンケート結果】 

         ・「面談週間の設定、１学年二人担任制、養護教諭の二人体制など、心のケア」に対する肯定的意見  

生  徒 89.0％（80.4％ ← 74.8％ ← 81.2％） 

保護者 90.2％（88.8％ ← 86.8％ ← 86.7％） 

教職員 94.4％（91.4％ ← 87.5％ ← 88.4％） 

・「生徒の学校生活満足度」に対する肯定的意見 

生  徒 83.7％（76.9％ ← 73.9％ ← 74.0％） 

保護者 88.7％（86.9％ ← 82.8％ ← 78.1％） 

教職員 77.8％（80.0％ ← 62.5％ ← 72.1％） 

 

 

 (5) 募集・広報活動 

    【目標】 

     生徒が活躍する姿を発信し、本校の教育活動に対する理解を促進し、真に蒲田高校への入学を希望する 

生徒の増加を図る。      

 【方策に対する成果と課題】 

・ 学校ホームページを約 500回、修正・更新し、学校情報を積極的に発信し、広く蒲田高校の教育活

動を周知できた。 

・ 学校見学会、学校説明会等において、生徒が活躍する場面を創り、来場者に生徒の様子が見える

工夫ができた。来場者等は約 800名となった。 

・ 中学校への出前授業、全教職員による中学校訪問、管理職による適応指導教室等訪問を実施し、

学校情報を提供できた。特に、大田区、品川区、目黒区、世田谷区の各中学校等との連携強化を図

ることができ、他校都立高校等との差別化には一定の成果を上げた。 

   

 

  (6) 学校経営・組織体制 

    【目標】 

     校長の意思決定をささえ、迅速に実行できる組織体制を整える。 

 【方策に対する成果と課題】 

・ 各分掌・学年主任、経営企画室が一体となった学校運営に取り組めるよう、校長の学校経営にお

ける学校課題の共有化、課題解決の具体策の提示、校内人事にかかる配置方針の提示、次年度

学校経営計画素案の早期提示等の取組を昨年度に引き続き実施した。校長の経営方針の理解

深化、及び教職員が見通しをもって計画的、効率的、効果的に職務遂行できる体制整備等を行っ

たが、次年度も更なる工夫を実践し、校長の経営方針の一層の理解深化を図る必要がある。 



・ 主幹教諭、主任教諭等ミドルリーダーのリーダーシップの一層の発揮、及びＯＪＴ推進による学校

全体のマジメント力の一層の向上、偏りのない業務分担等の業務改善のために、学校課題の１学

年二人担任制の運用について、教職員からの意見聴取を丁寧に進め、具体的な改善を図った。 

・ 次年度も、超過勤務削減、育児参加支援促進など、教職員の働き方改革を推進させ、ライフ・ワー

ク・バランスを重視した組織づくりを実行する。 

・ 服務事故防止研修の充実等により、服務事故の発生はない。 

 

 

(7) 経営企画室運営・施設設備管理 

      【目標】 

経営企画室職員と生徒情報を共有し、全校体制で取り組む教育活動及び充実した生徒支援の確立を 

目指す。 

  【方策に対する成果と課題】 

・ 経営企画室が一体となり、自律経営推進予算、学校徴収金等の適正執行・管理を実施するととも

に、全教職員に対して、遅延のない予算執行や費用対効果を意識した予算要望のあり方等につ

いて、周知徹底、助言等ができた。 

・ 一般需用費のセンター執行を適切に実施した。また、校内の施設の安全管理及び修繕を推進で

きた。 

 

 

 3 数値目標の達成状況 

   ※（  ）内の↑は、前年度数値から上昇、↓は前年度数値から下降を示す。 

   (1)  生徒の学校満足度の向上                 生徒肯定的意見 80％以上       達成 83.7％（↑） 

   (2)  転退学者数の減少                       前年度比 50％以下             未達 84.0％（↓） 

   (3)  進路実現率の向上                       100％ 達成                   未達 96.0％（↓） 

(4)  生徒の個性・適性に応じた進路指導の取組   生徒肯定的意見 85％以上       達成 86.9％（↑）

(5)  生徒の学力に合った工夫                  生徒肯定的意見 90％以上      達成 92.8％（↑） 

   (6)  授業規律の徹底と学習環境の整備          生徒肯定的意見 80％以上      未達 76.7％（↑） 

   (7)  学校行事満足度の向上                   生徒肯定的意見 85％以上       達成 90.1％（↑） 

(8)  年間延べ遅刻回数の減少                 前年度比 80％以下            未達  104％（↑） 

(9)  部活動加入率の向上                     65％ 以上                    未達 53.0％（↓） 

  (10)  心のケアの充実                         生徒肯定的意見 85％以上       達成 89.0％（↑） 

  (11)  統一体力テスト平均数値の向上            前年度比 105％以上           未達  95.0％ 

(12)  ホームページ更新回数の向上              ３００回以上                   未達 238 回（↓） 

(13)  令和７年度入学生の学校説明会等参加率    100％達成                   未達  93.0％ 

(14)  定時外在校時間 80 時間以上の教職員数    0 名                        未達    ４ 名（↑） 
※月 80時間以上の勤務があった者 

 

 


